自殺 豊か が な 山々 を 優雅 に ク グ クルーズ 


車内 に 一 歩 足 を 踏み 入れ る と 、 ぞ こ は 森 の 中 の ホテ ル の よう な リゾ ー ト 感 あ 
ぷ さ 本 る 癒 も の 空間 。"「 ゆ ふい ん の 森 」 は 、 床 を 高く し た ハイ デッカ ー 住 様 の 車 
両 な の で 、 ビ ュー ボイン ト が 高く 、 よ り ダ イナ ミッ ク な 景色 が 楽し め る 。 圧 巻 
は 床 か ら 天 井 ま で 開い た 窓 か ら の 極上 の 眺め だ 。 グ リー ン を 碁 調 に し た シッ 
ク な イン デリ ア に 選 ま れ て 緑 薫 る 高原 の 旅 を 満 也 し よう 。 
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ゆふいん の 森 | 世 





1 番 ホ ー ム に は 源泉 か け 流 し の 足湯 が あり 、 
窓口 で 足湯 券 ( 大 人 200 円 、 こ ども 100 円 
タオ ル 付 ) を 買う と 利用 で きる 。 
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1990 年 (平成 2 年 ) 大 分 県 出身 の 建 
築 家 ・ 磯 崎 新 氏 の 設計 に より 建て ら 
れ た 、 礼 拝 堂 を イメ ー ジ させ る 黒 で 
統一 され た シッ ク な 木造 駅 舎 。 
2020 年 12 月 に 竣工 30 周 年 を 迎え る 。 
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ゆふいん の 和 森 吊 世 


高原 の リゾ ー ト エク スプ レス 
「 ゆ ふい ん の 森 」 


1989 年 (平成 元 年 ) 3 月 『「 ゆ ふい ん の 森 」 は JR 九 州 の 、 車 両 の デ 
ザイ ン と 地域 の スト ー リ ー を 大 切 に し た 「D&S 列 車 (観光 列車 )」 
の さき が け と し て 誕生 。 由 布 院 の みな さま と 意見 を 重ね 、 縁 ゆたか 
な 滞在 型 温泉 保養 都市 と いう 由布 院 の みな さま の 理想 像 を 大 切 に 
し 、 こ れ ま で に な い 「 高 原 の リ ゾー ト エ クス プレ ス 」 を コン セプト 
と し た ハー ド ・ ソ フト 両面 で 画 期 的 な 列車 を つく りあ げた 。 





